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３月１１日に思うこと 

今年は、２０１１年３月１１日に起こった「東日本大震災」から、１５年目とな
ります。地震は小さなものも含めると、ほぼ毎日どこかで起こっており、改めて日
本が「地震の国」であることが認識できます。最近の三重県では、大きな被害をも
たらす地震は起こっていませんが、逆にいつ起こってもおかしくない状況とも言
えます。学校では年間３回の避難訓練と、この時期に防災学習を実施しています。 

地震が起こったときに注意することは３つあります。それは「ゆれ」「火災」「津
波」です。平田野中学校区では「津波」の心配はほぼありませんが、それでも「ゆ
れ」「火災」には気を付けなければいけません。生徒の皆さんにとって東日本大震
災は生まれる前の出来事で、どこか遠い世界の話のように思っているかもしれま
せん。また、大きな地震にあった経験もないので、いざ大きな「ゆれ」が来た時、
パニックにならないかが心配です。 

防災学習でも学ぶことですが、本当に大きな地震は
いつ起こるかわかりません。学校にいるときの避難は
訓練しますが、例えば休日や登下校中に地震が発生し
た時にどうするか、ご家庭でもどこに避難するか決め
ておくことが大事だと思います。 

被災した南三陸町役場の跡、 → 
周りはすべて津波で流されました 

令和８年度前期生徒会役員が決まりました 


